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○文京区子どもの医療費の助成に関する条例施行規則 

平成四年七月二十七日 

規則第六十二号 

改正 平成五年九月三〇日規則第三七号 

平成七年七月五日規則第三六号 

平成九年三月三一日規則第一九号 

平成九年一二月二五日規則第五八号 

平成一〇年九月二九日規則第五五号 

平成一二年九月二九日規則第八九号 

平成一三年一〇月一日規則第六七号 

平成一四年一〇月一日規則第七〇号 

平成一五年三月六日規則第七号 

平成一七年三月三一日規則第三六号 

平成一七年三月三一日規則第四三号 

平成一八年九月二九日規則第九八号 

平成一九年三月一五日規則第八号 

平成二〇年九月三〇日規則第六五号 

平成二一年九月三〇日規則第五九号 

平成二二年三月三一日規則第二五号 

平成二七年三月三日規則第三号 

平成二八年三月三一日規則第四〇号 

令和三年三月三一日規則第二三号 

令和三年九月七日規則第五九号 

令和四年一二月九日規則第八二号 

（趣旨） 

第一条 この規則は、文京区子どもの医療費の助成に関する条例（平成四年六月文京区条例

第四十号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（用語） 

第二条 この規則において使用する用語の意義は、条例で使用する用語の例による。 

（社会保険各法） 

第三条 条例第三条第一項第二号に規定する規則で定める社会保険に関する法令とは、次の
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各号に掲げるものをいう。 

一 健康保険法（大正十一年法律第七十号） 

二 船員保険法（昭和十四年法律第七十三号） 

三 国家公務員共済組合法（昭和三十三年法律第百二十八号） 

四 地方公務員等共済組合法（昭和三十七年法律第百五十二号） 

五 私立学校教職員共済法（昭和二十八年法律第二百四十五号） 

（施設等） 

第四条 条例第三条第二項第二号に規定する規則で定める施設は、条例第五条第二項に規定

する対象者が負担すべき額を、国又は地方公共団体において負担している施設（通所によ

り利用する施設を除く。）をいう。 

２ 条例第三条第二項第三号に規定する規則で定める者は、前項に規定する規則で定める施

設に児童福祉法（昭和二十二年法律第百六十四号）その他の法令による措置によらずに入

所している者をいう。 

（助成資格の認定） 

第五条 条例第四条第一項の規定により助成資格の認定を受けようとする子どもを養育し

ている者（以下「申請者」という。）は、子ども医療証交付申請書（別記様式第一号。以

下「申請書」という。）に、子どもが国民健康保険法（昭和三十三年法律第百九十二号）

による被保険者又は社会保険各法による被扶養者であることを証する書類その他区長が

必要があると認めた書類を添えて申請しなければならない。 

２ 条例第四条第二項に規定する助成を受ける資格を証明する医療証（以下「医療証」とい

う。）は、医療証（別記様式第二号）による。 

３ 区長は、第一項の規定による申請があった場合において、申請者が条例第三条の規定に

よる助成を受けることができる資格（以下「助成資格」という。）を有する者でないと決

定したときは、医療証交付申請却下決定通知書（別記様式第三号）により、当該申請者に

通知する。 

（医療証の有効期間） 

第六条 医療証の有効期間は、次の各号に掲げる者につき当該各号に定める日から最初の九

月三十日（当該年度において六歳、十五歳又は十八歳に達する者に係る医療証にあっては、

それぞれ当該年齢に達した日以後の最初の三月三十一日）までとし、毎年十月一日に更新

する。 

一 前条第一項の申請の日の属する月（以下「医療証交付申請月」という。）の初日に既
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に助成資格を有していた者 医療証交付申請月の初日 

二 医療証交付申請月の途中で助成資格を有することとなった者 助成資格を有するこ

ととなった日 

三 六歳又は十五歳に達する日以後の最初の三月三十一日を有効期限とする医療証の交

付を受けている者 当該六歳又は十五歳に達する日以後の最初の四月一日 

２ 前項の規定にかかわらず助成資格を有することとなった者が、助成資格を有することと

なった日の翌日から起算して三月以内に申請した場合は、医療証の有効期間の開始日は助

成資格を有することとなった日からとする。 

（医療証の再交付） 

第七条 対象者は、医療証を破り、汚し、又は失ったときは、子ども医療証再交付申請書（別

記様式第四号）により区長に医療証の再交付を申請することができる。 

２ 医療証を破り、又は汚したときの前項の申請に当たっては、その医療証を添えなければ

ならない。 

３ 対象者は、医療証の再交付を受けた後、失った医療証を発見したときは、速やかにこれ

を区長に返還しなければならない。 

（助成の方法の特例） 

第八条 条例第六条第二項に規定する特別の理由とは、次の各号のいずれかに該当する場合

をいう。 

一 国民健康保険法又は社会保険各法により、医療証の交付を受けた子どもに係る療養費

又は療養費に相当する家族療養費が支給されたとき。 

二 前号のほか、区長が特別に必要があると認めたとき。 

２ 条例第六条第二項に規定する方法により医療費の助成を受けようとする対象者は、子ど

も医療助成費支給申請書（別記様式第五号）により区長に申請しなければならない。 

３ 前項の申請には、条例第五条第二項に規定する対象者が負担すべき額を負担したことを

証する書類を添付しなければならない。ただし、文京区が国民健康保険法による保険者と

して対象者の養育する子どもに係る療養費を支給する場合における申請については、この

限りでない。 

（届出） 

第九条 条例第七条第一項に規定する届出は、子ども医療費助成申請事項変更（資格消滅）

届（別記様式第六号）に医療証を添えて行わなければならない。 

２ 条例第七条第二項に規定する届出は、子ども医療費助成現況届（別記様式第七号。以下



文京区子どもの医療費の助成に関する条例施行規則 

4/21 

「現況届」という。）に第五条第一項に規定する書類を添えて行わなければならない。 

３ 前二項の規定にかかわらず、区長は、これらの規定により届け出る事実を公簿等により

確認することができるときは、当該届出を省略させることができる。 

４ 条例第七条第三項に規定する届出は、第三者行為による傷病届（別記様式第八号）によ

り行わなければならない。 

（受給資格消滅の通知） 

第十条 区長は、条例第八条第一項の規定により対象者の助成資格の認定を取り消すときは、

子ども医療費助成受給資格消滅通知書（別記様式第九号）により当該対象者であった者に

通知するものとする。ただし、当該対象者又は対象者が養育する子どもが死亡した場合は、

この限りでない。 

（損害賠償の請求権の譲渡） 

第十一条 条例第九条の二第一項の規定による損害賠償の請求権の譲渡は、子ども医療費助

成制度に係る債権譲渡について（別記様式第十号）を区長に提出することにより行わなけ

ればならない。 

２ 条例第九条の二第二項の規定による通知は、債権譲渡通知書（別記様式第十一号）によ

り行うものとする。 

（添付書類の省略） 

第十二条 区長は、申請書に添付する書類により証明すべき事実を公簿等により確認するこ

とができるときは、当該書類の添付を省略させることができる。 

（委任） 

第十三条 この規則の施行について必要な事項は、区長が定める。 

付 則 

この規則は、平成四年十月一日から施行する。ただし、条例付則第二項の規定によってな

される手続に関しては、平成四年九月一日から施行する。 

付 則（平成五年九月三〇日規則第三七号） 

（施行期日） 

１ この規則中第一条の規定は、平成五年十月一日から、第二条の規定、次項、付則第三項

及び付則第四項の規定は、平成六年一月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ 第二条の規定による改正後の文京区乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規則（以下

「改正後の規則」という。）第六条第二項の規定は、平成六年一月一日以後に助成資格を
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有することとなった者について適用し、同日前に助成資格を有することとなった者につい

ては、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、助成資格を有することとなった日が平成五年十一月一日から

同年十二月三十一日までのいずれかの日に該当する者から平成六年二月一日以後に条例

第四条第一項の規定による申請があった場合については、改正後の規則第六条第二項を適

用する。この場合において、同項中「医療証の有効期間の開始日は助成資格を有すること

となった日」とあるのは「医療証の有効期間の開始日は平成六年一月一日」とする。 

４ 文京区乳幼児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例（平成五年九月文京区

条例第三十三号）付則第二項の規定によってなされる手続に関しては、なお従前の例によ

る。 

付 則（平成七年七月五日規則第三六号） 

この規則は、平成七年十月一日から施行する。 

付 則（平成九年三月三一日規則第一九号） 

この規則は、平成九年四月一日から施行する。 

付 則（平成九年一二月二五日規則第五八号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成十年一月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の文京区乳幼児の医療費の助成に関する条

例施行規則別記様式第一号から別記様式第三号までによる用紙で現に残存するものは、所

要の修正を加え、なお使用することができる。 

付 則（平成一〇年九月二九日規則第五五号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成十年十月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の文京区乳幼児の医療費の助成に関する条

例施行規則の様式による用紙で現に残存するものは、所要の修正を加え、なお使用するこ

とができる。 

付 則（平成一二年九月二九日規則第八九号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成十二年十月一日から施行する。 
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（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の文京区乳幼児の医療費の助成に関する条

例施行規則に規定する様式による用紙で現に残存するものは、所要の修正を加え、なお使

用することができる。 

付 則（平成一三年一〇月一日規則第六七号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

付 則（平成一四年一〇月一日規則第七〇号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

付 則（平成一五年三月六日規則第七号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成十五年四月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の文京区規則に規定する様式による用紙で

現に残存するものは、所要の修正を加え、なお使用することができる。 

付 則（平成一七年三月三一日規則第三六号） 

この規則は、平成十七年四月一日から施行する。 

付 則（平成一七年三月三一日規則第四三号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成十七年四月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の文京区乳幼児の医療費の助成に関する条

例施行規則に規定する様式による用紙で現に残存するものは、所要の修正を加え、なお使

用することができる。 

付 則（平成一八年九月二九日規則第九八号） 

この規則は、平成十八年十月一日から施行する。 

付 則（平成一九年三月一五日規則第八号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成十九年十月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の文京区乳幼児の医療費の助成に関する条

例施行規則に規定する様式による用紙で現に残存するものは、所要の修正を加え、なお使
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用することができる。 

付 則（平成二〇年九月三〇日規則第六五号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成二十年十月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の文京区乳幼児及び義務教育就学児の医療

費の助成に関する条例施行規則に規定する様式による用紙で現に残存するものは、所要の

修正を加え、なお使用することができる。 

付 則（平成二一年九月三〇日規則第五九号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成二十一年十月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の文京区乳幼児及び義務教育就学児の医療

費の助成に関する条例施行規則に規定する様式による用紙で現に残存するものは、所要の

修正を加え、なお使用することができる。 

付 則（平成二二年三月三一日規則第二五号） 

この規則は、平成二十二年四月一日から施行する。 

付 則（平成二七年三月三日規則第三号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正後の文京区乳幼児及び義務教育就学児の医療費の助成に関する条

例施行規則の規定は、この規則の施行の日以後における療養に係る医療費の助成について

適用し、同日前に行われた療養に係る医療費の助成については、なお従前の例による。 

付 則（平成二八年三月三一日規則第四〇号） 

この規則は、平成二十八年四月一日から施行する。 

付 則（令和三年三月三一日規則第二三号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和三年四月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の文京区規則に規定する様式による用紙で
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現に残存するものは、所要の修正を加え、なお使用することができる。 

付 則（令和三年九月七日規則第五九号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の文京区乳幼児及び義務教育就学児の医療

費の助成に関する条例施行規則（以下「旧規則」という。）別記様式第二号による医療証

で現に効力を有する者は、その有効期間中に限り、この規則による改正後の文京区乳幼児

及び義務教育就学児の医療費の助成に関する条例施行規則別記様式第二号による医療証

とみなす。 

３ この規則の施行の際、旧規則別記様式第二号に規定する様式による用紙で現に残存する

ものは、所要の修正を加え、なお使用することができる。 

付 則（令和四年一二月九日規則第八二号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和五年四月一日から施行する。ただし、付則第四項の規定は、公布の日

から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の文京区乳幼児及び義務教育就学児の医療

費の助成に関する条例施行規則（以下「旧規則」という。）別記様式第二号による医療証

で現に効力を有するものは、その有効期間中に限り、この規則による改正後の文京区子ど

もの医療費の助成に関する条例施行規則（以下「新規則」という。）別記様式第二号によ

る医療証とみなす。 

３ この規則の施行の際、旧規則別記様式第二号に規定する様式による用紙で現に残存する

ものは、所要の修正を加え、なお使用することができる。 

（準備行為） 

４ 新規則第五条第一項に規定する申請に係る必要な手続その他の準備については、この規

則の施行の日前においても行うことができる。 
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文京区子どもの医療費の助成に関する条例施行規則 

15/21 

 



文京区子どもの医療費の助成に関する条例施行規則 

16/21 

 



文京区子どもの医療費の助成に関する条例施行規則 

17/21 

 



文京区子どもの医療費の助成に関する条例施行規則 

18/21 

 



文京区子どもの医療費の助成に関する条例施行規則 

19/21 

 



文京区子どもの医療費の助成に関する条例施行規則 
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文京区子どもの医療費の助成に関する条例施行規則 

21/21 

別記様式第１号（第５条関係） 

別記様式第２号（第５条関係） 

別記様式第３号（第５条関係） 

別記様式第４号（第７条関係） 

別記様式第５号（第８条関係） 

別記様式第６号（第９条関係） 

別記様式第７号（第９条関係） 

別記様式第８号（第９条関係） 

別記様式第９号（第10条関係） 

別記様式第10号（第11条関係） 

別記様式第11号（第11条関係） 

 


